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ています。教育現場での先生方のご苦労は承知していますが、
図工・美術の評価で傷ついた経験を持つ方も少なくないでしょ
う。そうした方にも、そして「一度も絵を描いたことがない」
とか「頭が固くなってしまって」という高齢者の方にも、臨床
美術では楽しくアート作品をつくっていただくことができるの
です。
　創作活動は、なぜ認知症の症状の進行抑制に効果があるのか。
その効果はどの程度か。こうしたテーマについては、今も研究
が進められている最中です。創作活動を楽しむことによって、
脳の中の今まで使っていなかった回路が働き始め、機能が高ま
ると考えています。
　また臨床美術は基本的にグループで行われていて、参加者ど
うしの会話や、個性が尊重される関係も大切な要素です。それ
だけに場の雰囲氣づくりには特に力を入れています。こうした
良好なコミュニケーションも、脳の活性化に寄与していること
は明らかでしょう。
　臨床美術には、現在では認知症を予防する効果も認められて
います。また、発達が氣になる子どものケアや、社会人向けの
メンタルヘルスケアにも取り入れられるようになりました。私
たちは今、東日本大震災の被災者の方のための教室を各地で開
いています。震災から 3 年半を経て、多くの方は生活が安定
しつつある一方で、精神的な課題が浮上しつつあるようです。

「今こそアートの出番だ」という氣持ちで、この活動に力を入
れています。
　「仙台元気塾」の臨床美術教室では、様々なプログラムをご
用意しております。JR 仙山線・東北福祉大駅からの、車によ
る送迎を利用している方もいらっしゃいますので、まずは一度
お越しいただき、見ていただければと思っています。どうぞお
氣軽にお問い合わせください。

（取材＝2014年9月3日／東北福祉大学「仙台元気塾」アートルームにて）

おじゃまします
学びの庭に

「芸術」といえば「美術」。美術にもいろいろあるようですが、「臨床美術」という言葉を聞いたことはありま
せんか？　聞いたことはあるけれど一体どういうものなのか、私たちにとって活かせるものなのか、と氣にな
るところ。

「臨床美術」のそもそもから、東北福祉大学・大城泰造先生にうかがってみましょう。

五感を刺激するアートで健康
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

懸賞懸賞
クイズ

Q.2　臨床美術の理念は「競争主義の芸術」ではなくどんな芸術？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。小畑千尋先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。小畑千尋先生の記事もご覧ください。

懸賞懸賞

【応募締切】2014年11月30日　当日消印有効

 「臨床美術」（クリニカルアート）とは
　東北福祉大学は 10 年前、市民の皆さんの健康づくりをお手
伝いする「仙台元気塾」を開塾しました。この施設では、トレー
ニングルームなどで行う「メディカルフィットネス」や、私が
担当している「臨床美術」などのプログラムを提供しています。
現在は 200 名を超える会員さんに利用していただいていて、
そこに展示してあるのも会員さんの作品です。
　運営にあたっているのは「社会貢献・地域連携センター予防
福祉健康増進推進室」で、「仙台元気塾」以外にも、外部での
講座や研修、教室などを行っています。学生たちの教育や実習
の場としても大きな役割を果たしていますし、私たちのように
福祉をテーマにしている研究者にとっても、こうした実践の場
がとても大事だと思っています。
　「臨床美術」は、認知症の患者さんなどに、アートを創作す
ることで喜びを感じていただき、脳の機能を高めていただくこ
とを目標に生み出されました。アートと聞いただけで、敷居が
高いと思う方もいらっしゃるかもしれません。しかしここは、

「アートは特別な才能を持った人だけのものではない。競争主
義の芸術ではなく、共に生きる芸術を」という考えに基づいて
運営されています。本来、アートは「正しい・間違っている」
といった判断から解放された、自由な「魂の表現」なのです。

　臨床美術ではアートの本質にチャレンジできるように熟考さ
れたプログラムを提供しています。たとえばリンゴの絵を描く
際は、対象であるリンゴを見るだけでなく、触ったり、匂いを
かいだり、味わったりして、まず全身の感覚を通して実感しま
す。その上で、知識と技術を持った「臨床美術士」と一緒に、
楽しみながら絵を描き始めるのです。リラックスした雰囲氣の
中で、五感に刺激を受け、集中しつつも心が解放されていきま
す。その状態で作品をつくることで、自分の中に潜んでいた能
力や意欲が引き出されるのです。
　創作の過程は、選択と決断の繰り返しです。参加者自身の意
識も能動的になり、喜びや生命感が溢れてきます。だからこそ
脳が活性化され、その人ならではの表現が生まれます。そして
完成した作品が心から褒められることで、自分に自信を持つこ
とができるようになるのです。

 美術・福祉・医療が手を取り合う
　日本で、認知症の人たちに対する美術活動を本格的に始めた
のは、1948 年に生まれた彫刻家の金子健二氏です。1977 年、
金子氏は造形教室を設立し、心から美術を楽しむことを目的と
した教育を行いました。最初は子どもたちが対象でしたが、評
判が広がり、やがて大人も参加するようになります。
　スタッフの家族が認知症を発症したことをきっかけに、96
年、金子氏は認知症の人たちに対する美術活動を始めました。
絵やオブジェなどの作品を楽しみながらつくることは、脳を活
性化させ、症状の改善につながるはずだと考えたのです。脳神
経外科医や、認知症の人を介護しているご家族を支援する専門
家らの協力も得て、この試みは大きな成果を上げました。ご本
人が創作の喜びに満たされ、様々な機能を回復させただけでは
ありません。患者さんの変化に、ご家族も大いに勇氣づけられ
たのです。
　金子氏の活動は反響を呼び、医療と福祉の分野に、理解者と
賛同者が急速に広がりました。認知症患者の診療で有名だった

「国立精神・神経センター武蔵病院（現在の国立精神・神経医
療研究センター病院）」に、認知リハビリテーションの一環と
して導入されたのは 99 年です。その翌年、この活動を「臨床
美術」と名付け、日本臨床美術協会を設立しました。現在では、
同協会の認定資格である臨床美術士の養成に、東北福祉大学、
東京藝術大学、京都造形芸術大学など多くの大学が取り組んで
います。

　私はかつて米国の大学で美術を学んでいました。毎日ひたす
ら絵を描く生活を続けていたのですが、ある時、自分が世の中
のつながりから全く切れてしまっているような氣がして、言葉
にすると恥ずかしいですが「美術を人のため、世の中のために
役立てるにはどうしたら良いだろうか」と本氣で考えるように
なりました。
　帰国後、私は金子氏の下で働いていましたが、1998 年に東
北福祉大学が、人間の感性を呼び覚ますことで豊かな福祉社会
を築こうという考えで「感性福祉研究所」を設立した際に仙台
に移り、研究員として勤務しながら大学院で学びを進めました。
　金子氏は惜しくも 2007 年に亡くなりましたが、その後も
研究は続けられ、2009 年には臨床美術学会が創設されました。
臨床美術は、今では国際的にも注目を集めています。毎年開催
されている学会大会には、国内だけでなくフィンランド、中国、
韓国などからも参加者があり、今年は 11 月に広島県立美術館
で開催される予定です。

 震災の被災者にアートの力を
　医療や福祉の現場には、臨床美術以外にもアートや創作活動
が取り入れられています。医療の場では、以前から芸術療法

（アートセラピー）が行われてきました。その多くは主に心理
療法的なアプローチだと言えるでしょう。これに対して表現そ
のものを楽しむ臨床美術は、もっとアート主体のアプローチだ
と言うことができます。どちらのアプローチも意義があります。
　福祉施設でも、高齢者に塗り絵や貼り絵などをしてもらって
いる所は少なくありません。しかし機能訓練として評価される
内容が多く、質の高い創作のプロセスと喜びも提供するにはど
うしたら良いかに悩んでいる施設職員も多いようです。
　また学校における図工や美術の教育との比較で言えば、臨床
美術は、いわゆる優劣の評価から自由であるという特徴を持っ

に

東北福祉大学　総合基礎教育課程　准教授
専攻＝感性福祉　臨床美術

大城　泰造 先生
《プロフィール》（おおしろ・たいぞう）東北福祉大学大学院 総合福祉学研究科 社会福
祉専攻博士課程 単位取得後退学。修士（社会福祉学）。2001 年、東北福祉大学助手に
就任し、講師を経て 2008 年より現職。著書に『認知症を予防・改善する臨床美術の実
践－美術による地域福祉・社会貢献活動の展開』（共著）。

《仙台元気塾》仙台市青葉区国見ヶ丘 6-149　東北福祉大学 雄翔館 1 階
電話：022-208-7791　電子メール：info@tfu-ac.net



これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

10
OCT

11
NOV

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

11
NOV

12
DEC

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

10月21日（火）白石市医師会市民公開講座
「過活動膀胱および前立腺疾患」

講　師　森　偉久夫（公立刈田綜合病院泌尿器科診療部長）
仙南信用金庫本店 3 階しんきんホール

18:30

▲

19:30

Tel 0224-25-0882一般社団法人白石市医師会
場　所

主催者 問合先

10月24日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 109 回：もし摩擦をゼロに
できたら 〜人と地球に優しい環境を創る低摩擦の世界〜
講　師　足立　幸志（東北大学大学院工学研究科教授）

せんだいメディアテーク　１階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-795-3234東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

10月25日（土）アスレティックトレーナーが教える健康法 ③
足のお悩み解消で快適ライフワーク
講　師　高橋　陽介（仙台大学助教）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 40 名

13:00

▲

16:30

Tel 0224-55-1621学都仙台コンソーシアム・仙台大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月25日（土）しろ・まち講座
「日本絵画と樹木」
講　師　樋口　智之（仙台市博物館学芸室長）

仙台市博物館ホール 200 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-225-3074仙台市博物館
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月  1日（土）親子教室
「３Ｄメガネを作って立体視に挑戦」

講　師　佐藤　淳（仙台市科学館　理科学習指導員・学芸員）
東北電力グリーンプラザ・コミュニティールーム 10組（小学4〜6年生と保護者）

13:00

▲

15:00

Tel 022-225-2969東北電力グリーンプラザ
応募締切 10 月 18 日（土）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

11月  1日（土）・  8 日（土）・15日（土）激変する制度改革の下での
福祉事業経営（全 5 回）
講　師　中熊　靖（仙台白百合女子大学特任教授）

仙台市市民活動サポートセンター 6 階セミナーホール 50 名

13:00

▲

16:30（15 日は 13:00

▲

14:30）

Tel 022-374-4475学都仙台コンソーシアム・仙台白百合女子大学
http://sendai-shirayuri.ac.jp/laboratory/course_other.html

http://www.hakutaikyo.or.jp/

場　所

主催者

URL

URL

問合先

定　員

11月  7日（金）第 57 回全国大会市民講座「美しい村に放射能が降った」
〜決断と覚悟の 120 日　事故から何を学ぶべきなのだろうか〜
講　師　菅野　典雄（福島県飯舘村村長）

仙台市青葉区「江陽グランドホテル」

10:30

▲

12:00

Tel 022-366-1339（公社）日本しろあり対策協会
場　所

主催者 問合先

11月  7日（金）東北大学リベラルアーツサロン
第 32 回：韓国とキリスト教
講　師　松谷　基和（東北大学大学院経済学研究科准教授)

東北大学片平キャンパス北門会館 2F エスパス

18:00

▲

19:45

Tel 022-795-3234東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月14日（金）国宝・大崎八幡宮『仙台・江戸学』
第 8 期「亘理伊達家の北海道開拓」
講　師　伊達　元成（伊達市噴火湾文化研究所学芸員）

大崎八幡宮　祭儀棟 100 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-234-3606『国宝大崎八幡宮　仙台・江戸学』実行委員会
http://www.oosaki-hachiman.or.jp/edogaku/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月15日（土）子どもサポーターズ養成講座
「発達障害」について

講　師　植木田　潤（宮城教育大学・特別支援教育講座准教授）
日立システムズホール（仙台市青年文化センター）　3 階エッグホール

13:00

▲

15:00

Tel 022-279-7210NPO 法人チャイルドラインみやぎ
http://cl-miyagi.org/

場　所

主催者

URL

問合先

11月15日（土）・22日（土）・29日（土）シネマ・イングリッシュ
「若草物語」 （全 5 回）

講　師　アンソニー・スミス（仙台白百合女子大学グローバル・スタディーズ学科教授）
仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 50 名

13:00

▲

16:30（15 日は 15:00

▲

16:30）

Tel 022-374-4475学都仙台コンソーシアム・仙台白百合女子大学
http://sendai-shirayuri.ac.jp/laboratory/course_other.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月15日（土）子どもサポーターズ養成講座
「子ども虐待の予防を考える」

講　師　関口　博久（宮城教育大学教職大学院・特別支援講座教授）
日立システムズホール（仙台市青年文化センター）　3 階エッグホール

15:15

▲

17:15

Tel 022-279-7210NPO 法人チャイルドラインみやぎ
http://cl-miyagi.org/

場　所

主催者

URL

問合先

11月22日（土）いのち支える自然の力！
さかなクンと学ぼう
講　師　さかなクン（東京海洋大学客員准教授）

夢メッセみやぎ西館展示場

9:30

▲

17:00

Tel 022-218-0761NPO 法人環境会議所東北
http://www.kk-tohoku.or.jp/event2014/

場　所

主催者

URL

問合先

11月22日（土）「東北」の経済と開発の歩みを考える
―いくつかの歴史的事例から―
講　師　仁昌寺　正一（東北学院大学教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

17:00

▲

18:30

Tel 022-264-6340学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月28日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 110 回：身体の
中の薬の運命〜よく効く薬の鍵を握る仕組み〜
講　師　寺崎　哲也（東北大学大学院薬学研究科教授）

せんだいメディアテーク　１階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-795-3234東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月29日（土）超伝導：21 世紀を切り拓く新技術

講　師　岡田　宏成（東北学院大学准教授）
仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

17:00

▲

18:30

Tel 022-264-6340学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月  6日（土）まちなか美術講座　「ミレー芸術の広がり　
モチーフ・技法・名声」
講　師　小檜山　祐幹（宮城県美術館学芸員）

東北工業大学一番町ロビー　4 階ホール 60 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-221-2111宮城県美術館×東北工業大学一番町ロビー
http://www.pref.miyagi.jp/site/mmoa/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

「学び」イベントに行ってきました
参加体験記

　医師、薬剤師、栄養管理士の 3 視点から貧血に迫る充実した講座
でした。メモをしている参加者が非常に多く、関心の高さが窺えま
した。
　まず血液そのものについて簡単に説明があり、健康診断の結果通
知表でよく見かけるけど謎の存在だった「ヘマトクリット値」を理
解するまでに成長しました。
　それから本題の貧血へと話は進み、「貧血とは血液中のヘモグロビ
ン濃度が基準値（男性 13 g/dl、女性 12 g/dl）未満の状態」を指す
と教わりました。これまで、めまいや立ちくらみ、低血圧も貧血だ
と勘違いしておりましたので面食らいました。
　貧血にも様々な症状や原因があるそうですが、今回は貧血の約
70％を占めるという鉄欠乏性貧血が中心でした。20～50 代女性の
10～20％が鉄欠乏性貧血で、人口にすると 200～400 万人にもな
るそうです。
　メカニズムについて、① 通常の食事に含まれる鉄は 20 mg 程度で、
そこから体内に吸収される鉄は 1～2 mg とごくわずか。② 多くの
鉄は体内でプール（貯蔵鉄）された上で循環している。③ 月経やど
こかしらの疾患に伴う大量出血によりプールの水位が下がると貧血
になる。これらを、図を用いて分かりやすく説明していただきました。
それまで貧血と診断されたことがなかったのに中高年で急に貧血に
陥った場合は、胃がんや大腸がんなどの疾患による出血の可能性も
あるそうです。
　その後、鉄剤と他の薬や食品との飲み合わせ、鉄の多い食品や食
事バランスなど具体的な鉄との付き合い方の説明がありました。
　先生方のお話で共通していたのは、「鉄を無理せず継続的に摂る」
ということでした。薬剤にしても食事にしても、自分に適した形や
タイミング（食前の方が効果の高い薬剤でも、それで氣持ち悪くな
る場合は食後に飲んでも良いなど）で続けていくことが大切だとい
うことです。講座を受けた日の夜は、主菜と副菜のバランスを意識
して鉄が摂れる食事をしました。これから継続していくことが重要
ですね。 （仙台市　K・T）

■第 38 回日本鉄バイオサイエンス学会学術集会　市民公開講座
   「貧血～予防と治療のポイント～」

講師　東北大学大学院医学系研究科血液免疫病学分野　藤原　　亨　氏
東北大学病院 薬剤部一般病棟業務 II室長　鈴木　文子　氏

東北大学病院 栄養管理室長　岡本　智子　氏
2014 年 9 月 7 日（日）　13：00 ～ 15：00　仙台国際センター　3 階　白橿 1

第 25 号　 歴史に学ぶ

読者の声

「まなびのめ」第25号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

今号も「まなびのめ」クイズを実施しております。正解者の中から抽選で3名様に図書カードが当たります
ので、奮ってご応募ください！！ ※詳細は研究者インタビューページをご覧ください。

Q.1　菅野さんが新聞連載した記事をまとめた著書のタイトルは？
答え　『せんだい歴史の窓』

Q.2　社会教育の主体は、政府ではなく誰？
　 答え　国民（学習者自身）

第25号

クイズの正解発表！！

読者と編集部の
キャッチボール

　仙台市史は私も読んだことがあるので、菅野さんの記事は面白かった
です。 （角田市・29 歳　男性）

編：菅野正道さんのお話は、直接聴けると面白さがより伝わると思いま
す。各種講演などの機会にぜひ！
　
　菅野さんの「本当の意味で世界への広がりやつながりを持つためには、
歴史を知り、日本語でしっかりとコミュニケーションできる力をおろそ
かにできない」というところに、本当にそうだ！　と思いました。そも
そもコミュニケーションがとれて初めて会話が成立するのではないで
しょうか。英語が出来ても会話が出来ないのではさみしいです。
 （仙台市青葉区・41 歳　女性）

編：話せるスキルよりも、話せる中味があるかが大事、とよく言われま
すね。特に「自国の文化」についてどれだけ話せる中味を持っているか
自問すると、やはり心許ない氣持ちになり反省させられます。その点で
も「学び」が大切ですね。
　
　歴史は苦手な私。でも、菅野さんの話はとてもわかりやすかったです。
そして、「伊達政宗の史実と通説」は、楽しかったです。「歴男」へのきっ
かけにしたいと思います。 （石巻市・35 歳　男性）

編：歴史＝暗記のイメージがあって学生時代は苦手だったという方も少
なくないと思います。無理に覚える必要はなく、知識を蓄えて思いめぐ
らす余裕ができるために、大人になってからの「学び」は楽しめるのか
もしれません。「歴男」デビューを応援しております。
　
　両先生の講義は以前に市民センター主催の講座で聞き、さらに関心を
持ちました。分かり易い話しぶりで身近に話を聞くことができ、市民セ
ンターに足を運ぶきっかけになりました。菅野先生の『せんだい歴史の
窓』を読みたい氣持ちになりました（別に申し込みをしました）。
 （名取市・74 歳　男性）

編：積極的に学んでいらっしゃる様子に感服しきりです。市民センター
での学びについて、参加体験記としてご感想やレポートをお寄せいただ
けますと幸いです。
　
　クイズがあると、目的をもって文を読めます。
 （仙台市青葉区・55 歳　女性）

編：記事を読む前にクイズの方を先に見て、「答えはどこだろう？」と
探す読み方も、楽しいかもしれませんね。「まなびのめ」クイズへのご
応募、お待ちしております！

　面白いです。う～んです。 （仙台市泉区・64 歳　男性）

編：思わず唸ってしまうほど面白い！　ということでしょうか。これか
らも「う～ん」と唸っていただけるよう、良い紙面づくりに励んで参り
ます！
　
　私の中 2 の娘は “歴女”です。菅野さんの言う通り教科書で全部正し
いことを書いているわけではない様です。娘も歴史に関する本等で自分
なりにいろいろな考えを持っています。これからもどんどん歴史に関心
を持って歴史を大好きになって欲しいです ! ！
 （仙台市泉区・40 歳　女性）

編：昔は教科書に必ず載っていた聖徳太子や足利尊氏の絵図版ですが、
研究が進むうちに「どうも本人ではないのではないか」ということが強
く主張されてきており、現在の教科書にはほとんど載らなくなったり、

「伝～」という形で掲載されてきているようです。（きっと娘さんの方が
詳しいですよね）
　
　菅野正道さんの仙台市史シリーズが 31 巻も出ているのに驚きました。
 （仙台市宮城野区・33 歳　女性）

編：『仙台市史』の刊行は、市制施行 100 周年記念事業の一環として行
なわれている事業で、実は当「まなびのめ」の運営母体である笹氣出版
印刷株式会社も、永くその組版・印刷に携わらせていただいております。

その他のお便りと編集部からのコメントは Web 版でご覧いただけます。

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

「学び」イベントに
 参加したら感想を書こう！

参加体験記

粗
品

進
呈

粗
品

進
呈

「学び」イベントに足を運ばれた読者の皆様から寄せられたご意見ご感想、講義内容
のレポートを、〈「学び」イベントに行ってきました〉のコーナーでご紹介しています。
ぜひご投稿ください！

掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の
図書カードを進呈！　ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。

【投稿者プレゼント】

■投稿内容
　・イベントタイトル
　・開催日時
　・会場
　・登場者（講師・演者等）
　・参加体験記（420字以内）
　・氏名（ペンネーム）
　・連絡先

■投稿方法
　はがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォームのいずれかより
　ご投稿ください。

■投稿先
　「まなびのめ」編集部
　※詳細は最終ページをご覧ください。

「学び」イベントに
 参加したら感想を書こう！

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第26号・秋／「紫苑」（si-on）

10月18日（土）・11月15日（土）体験考古学講座
（全 2 回の継続受講）

東北歴史博物館　１階実習室 25 名（中学生以上）

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月18日（土）市民公開講座「体が酸素で錆びていく」

講　師　田林　晄一（東北薬科大学病院病院長）
東北薬科大学中央棟 2 階　2C 講義室

14:00

▲

15:00

Tel 022-234-4181東北薬科大学
http://www.tohoku-pharm.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月10日（月）第 44 回教化フォーラム「死者のゆくえ」

講　師　佐藤　弘夫（東北大学大学院文学研究科教授）
メルパルク仙台 100 名

13:30

▲

15:30

Tel 022-218-1381曹洞宗東北管区教化センター
http://soto-tohoku.net/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員


